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経
営
課
長
（
当
時
）
と
し
て
携
わ
っ
た
福
山
幸

七
氏
の
手
記
を
参
考
に
し
ま
し
た
。）

 

［
中
信
署
］
十
二
月
二
日
、
隣
接
す
る
松
本
市

堀
米
保
育
園
の
年
長
園
児
十
八
名
を
招
い
て
森

林
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

四
月
・
五
月
に
行
っ
た
森
林
教
室
の
第
三
弾

と
し
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
絵
本
「
ふ
ゆ
め

が
っ
し
ょ
う
だ
ん
」
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま

し
た
。「
ふ
ゆ
め
」
は
樹
種
に
よ
り
色
々
な
形

が
あ
り
、
動
物
の
顔
に
似
た
冬
芽
が
写
し
出
さ

れ
る
と
園
児
た
ち
の
笑
い
を
誘
い
ま
し
た
。

　

樹
木
は
冬
芽
で
、
動
物
は
冬
眠
す
る
こ
と
で

寒
い
冬
を
過
ご
し
、
暖
か
い
春
を
待
つ
こ
と
を

学
習
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
松
ぼ
っ
く
り
を
使
っ
た
ミ
ニ
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
職
員
が

あ
ら
か
じ
め
園
児
の
名
前
を
焼
き
コ
テ
で
土
台

に
書
い
て
お
い
た
の
で
、
名
前
が
呼
ば
れ
る
と

大
き
な
声
で
返
事
を
し
て
、
自
分
の
ツ
リ
ー
を

受
け
取
り
、
様
々
に
模
様
を
着
色
し
、
ビ
ー
ズ

等
で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
、「
？
ボ
ッ
ク
ス
」
の

中
身
を
当
て
て
も
ら
い
ま
し
た
。
何
が
入
っ
て

い
る
の
か
、
園
児
た
ち
は
恐
る
恐
る
箱
の
中
に

手
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。
中
身
は
ト
ナ
カ
イ
で

は
無
く
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
角
で
し
た
が
、
普
段
触

る
こ
と
の
無
い
物
を
触
る
こ
と
が
で
き
大
変
喜

ん
で
い
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
有
意
義
な
森
林
教
室
と
な
り
ま
し

た
。

 

［
東
信
署
］
十
一
月
二
十
一
日
、
佐
久
市
臼
田

に
あ
る
臼
田
保
育
園
の
年
中
・
年
長
の
園
児

二
十
八
名
が
、「
勤
労
感
謝
訪
問
」
の
た
め
、

東
信
森
林
管
理
署
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

臼
田
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
「
勤
労
感
謝
訪

問
」
は
、
子
供
達
が
働
く
人
達
に
感
謝
の
気
持

ち
を
持
ち
「
あ
り
が
と
う
。」
を
伝
え
る
こ
と

を
目
的
に
、
近
隣
の
職
場
を
訪
問
し
て
い
る
も

の
で
、
東
信
森
林
管
理
署
へ
の
訪
問
は
今
回
で

一
〇
回
目
（
一
〇
周
年
）
を
迎
え
ま
し
た
。

　

園
児
達
に
よ
る
発
表
で
は
、
署
内
の
職
員
が

見
守
る
中
、
普
段
練
習
し
て
い
る
和
太
鼓
の
演

奏
や
、
小
さ
な
身
体
を
目
一
杯
に
使
っ
て
表
現

す
る
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
最
後
に
、

園
児
の
代
表
か
ら
職
員
へ
「
い
つ
も
お
仕
事
ご

く
ろ
う
さ
ま
で
す
。」
の
言
葉
と
共
に
、
来
年

の
干
支
で
あ
る
羊
の
切
絵
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
ど
ん
な
仕
事
を
し

て
い
る
の
で
す
か
？
」「
木
の
栄
養
は
何
で
す

か
？
」
等
の
質
問
が
あ
り
、
職
員
の
代
表
に
よ

る
身
振
り
手
振
り
や
ボ
ー
ド
に
絵
を
書
き
な
が

ら
の
説
明
に
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
園
児
と
職
員
の
交
流
で
は
木
の
輪
切

り
を
使
っ
た
ネ
ー
ム
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
を
行
な

い
、「
こ
の
木
何
の
木
？
」
と
職
員
に
質
問
し

た
り
、
輪
切
り
の
匂
い
を
嗅
い
だ
り
、
表
面
の

肌
触
り
確
か
め
な
が
ら
、
個
性
的
な
作
品
を
仕

上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

か
つ
て
木
曽
ヒ
ノ
キ
や
天
然
広
葉
樹
を
運
材

し
、
地
域
住
民
に
愛
さ
れ
続
け
て
き
た
森
林
鉄

道
に
関
す
る
思
い
出
や
楽
し
い
出
来
事
な
ど

を
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
か
ら
、
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま

し
た
。
国
有
林
の
歴
史
を
示
す
貴
重
な
財
産
と

し
て
こ
こ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
が
王
滝
営
林
署
勤
務
と
な
っ
た
の
は
、
昭

和
四
十
年
四
月
、
長
女
が
生
ま
れ
て
二
ヶ
月
、

二
十
六
歳
の
時
で
し
た
。
官
舎
は
王
滝
川
と
王

滝
川
に
沿
っ
て
走
る
森
林
鉄
道
を
望
む
高
台
に

あ
り
、
官
舎
の
皆
さ
ん
が
助
け
合
っ
て
暮
ら
し

て
い
ま
し
た
。
春
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
頭
を
持

ち
上
げ
る
蕨
、
夏
は
満
天
の
星
空
、
秋
は
檜
の

梢
か
ら
昇
る
月
、
冬
は
零
下
一
〇
度
の
中
の
静

寂
。

　

四
季
折
々
の
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
王
滝
村
で

の
生
活
で
し
た
が
、
唯
一
の
楽
し
み
は
土
曜
日

の
午
後
、
職
員
通
勤
用
の
森
林
鉄
道
に
乗
車

し
、
上
松
町
へ
行
く
こ
と
で
し
た
。

　

上
松
町
で
は
妻
と
手
分
け
を
し
て
の
買
い
物

と
、
街
の
空
気
に
触
れ
、
一
時
間
後
に
再
び
森

林
鉄
道
に
揺
ら
れ
王
滝
村
へ
と
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
車
窓
に
は
鬼
淵
鉄
橋
、
国
鉄
の
Ｓ
Ｌ
、
木

職員から説明を受ける皆さん

演技する園児たち

真剣に聞く園児たち

「
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
」
を

�

作
ろ
う
！

臼
田
保
育
園
の
園
児
が

�

東
信
森
林
管
理
署
を
訪
問

寄
　
稿

上
松
町
で
の
買
物

元
長
野
局
作
業
課　

向
井　

弘
氏
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曽
の
桟
、
木
曽
川
を
渡
る
鉄
管
橋
、
水
力
発
電

所
、
林
鉄
開
田
線
の
廃
線
跡
、
六
段
橋
と
愛
知

用
水
ダ
ム
、
そ
し
て
御
嶽
山
、
見
飽
き
る
こ
と

の
な
い
一
時
間
の
旅
で
し
た
。
娘
は
妻
の
胸
の

中
で
眠
り
、
私
の
リ
ュ
ッ
ク
に
は
買
い
出
し
物

と
少
し
ば
か
り
の
夢
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
二

女
が
生
ま
れ
た
の
は
、
本
谷
製
品
事
業
所
（
上

松
よ
り
林
鉄
で
五
三
㌔
㍍
）
勤
務
で
、
六
一
号

機
関
車
の
助
手
を
し
て
五
味
沢
へ
運
材
の
応
援

に
い
っ
た
時
で
し
た
。

　

王
滝
営
林
署
で
は
販
売
係
二
年
、
会
計
係
一

年
、
本
谷
製
品
一
年
・
木
曽
谷
連
合
公
売
（
林

鉄
特
発
で
上
運
署
へ
）、
鞍
掛
製
品
か
ら
名
古

屋
局
熱
田
署
へ
の
輸
送
販
売
（
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
）、
林
鉄
特
発
で
の
出
納
員
、
そ
し
て
機
関

車
の
助
手
等
、
四
年
間
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
王
滝
村
で
は
森
林
鉄
道
と

共
に
仕
事
が
あ
り
、
生
活
が
あ
り
ま
し
た
。

 ［
南
木
曽
支
署
　
蘭
森
林
事
務
所
］

首
席
森
林
官
　
白
子
　
和
広

　

蘭
森
林
事
務
所
は
木
曽
谷
南
端
の
南
木
曽
町

に
所
在
し
、
担
当
部
内
は
木
曽
谷
左
岸
の
最
南

部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

部
内
国
有
林
は
、
旧
妻
籠
営
林
署
管
内
の
大

部
分
に
当
た
り
、
木
曽
川
支
流
の
蘭
川
左
岸
に

南
蘭
、
蘭
川
右
岸
に
北
蘭
、
木
曽
川
左
岸
に
賤

母
国
有
林
が
あ
り
、
管
理
す
る
森
林
面
積
は
、

官
行
造
林
と
併
せ
約
五
、三
〇
〇
㌶
で
南
木
曽

町
面
積
の
四
分
の
一
に
当
た
り
ま
す
。

　

部
内
に
は
、
中
山
道
妻
籠
宿
が
あ
り
、
外
国

人
を
含
む
多
く
の
観
光
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
妻
籠
地
区
の
国
有
林
は
中
山
道
妻
籠

宿
の
背
景
林
と
し
て
の
役
割
を
も
っ
て
い
ま

す
。

　

部
内
の
地
域
は
、
林
業
・
木
工
業
の
従
事
者

が
多
く
、
地
元
産
業
と
し
て
サ
ワ
ラ
桶
・
檜

笠
・
ろ
く
ろ
工
芸
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
、
部
内
に
木
の
文
化
を
支
え
る
森

が
二
箇
所
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
善

光
寺
等
の
檜
皮
（
ひ
わ
だ
）
葺
き
の
屋
根
材
と

し
て
使
用
す
る
檜
皮
の
資
材
確
保
と
原
皮
師

（
も
と
か
わ
し
）
の
育
成
を
目
的
と
し
た
「
檜

皮
の
森
」、
も
う
一
つ
は
蘭
檜
笠
及
び
木
曽
材

木
工
芸
品
に
使
わ
れ
る
樹
木
の
育
成
な
ど
を
目

的
と
し
た
「
南
木
曽
伝
統
工
芸
の
森
」
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
等
を
通
じ

て
伝
統
文
化
の
継
承
へ
の
貢
献
に
も
努
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
の
水
源
林
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま

え
、
良
質
な
木
材
生
産
と
継
続
的
な
水
の
供
給

を
目
指
す
森
林
と
し
て
「
ヒ
ノ
キ
長
伐
期
育
成

複
層
林
施
業
モ
デ
ル
林
」
も
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

当
森
林
事
務
所
は
、
森
林
官
一
名
、
森
林
技

術
員
三
名
、
非
常
勤
職
員
一
名
（
六
ヶ
月
）
の

五
名
で
、
生
産
・
造
林
な
ど
の
請
負
監
督
、
各

種
森
林
調
査
、
境
界
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
森
林
保
護
に
当
た
っ
て
は
、
林
野
巡
視
の

中
で
森
林
被
害
の
早
期
発
見
に
努
め
、
カ
シ
ノ

ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
に
よ
る
被
害
木
の
伐
倒
駆

除
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
皮
む
き
被
害
防
止

の
た
め
の
ウ
イ
リ
ー
テ
ー
プ
巻
き
、
ニ
ホ
ン
ジ

カ
・
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
食
害
対
策
と
し
て
忌

避
剤
塗
布
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
セ

ン
サ
ー
カ
メ
ラ
に
よ
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
調

査
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

管
理
関
係
で
は
、「
大
平
峠
県
民
の
森
（
長

野
県
）
」、「
南
木
曽
岳
避
難
小
屋
（
南
木
曽

町
）
」
な
ど
を
貸
付
し
て
い
ま
す
。
南
木
曽
岳

避
難
小
屋
に
つ
い
て
は
今
年
度
南
木
曽
町
に
よ

り
、
環
境
保
全
型
公
衆
ト
イ
レ
が
建
設
さ
れ
、

環
境
面
で
の
整
備
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
七
月
の
集
中
豪
雨
で
は
、
南
木
曽
岳
周

辺
の
国
有
林
に
お
い
て
、
渓
流
よ
り
土
石
流
の

発
生
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
花
崗
岩
の

深
層
風
化
（
マ
サ
土
）
と
急
峻
な
地
形
に
加
え

て
、
降
雨
量
に
起
因
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
災

害
に
対
し
て
治
山
ダ
ム
の
新
設
等
の
災
害
復
旧

工
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
職
員
間
で
地
域
情
報
を
共
有
し
、

「
地
域
に
あ
っ
て
、
地
域
と
共
同
し
た
森
林
施

業
と
管
理
を
行
う
森
林
」
を
目
指
し
、
業
務
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本谷停車場

「檜皮の森」原皮師

大平峠県民の森遊歩道

シ
リ
ー
ズ

　平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
七
日
、
長

野
県
と
岐
阜
県
に
ま
た
が
る
御
嶽
山
が

噴
火
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
十
一
月

二
十
二
日
、
長
野
県
北
部
で
最
大
震
度

六
弱
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
地
域
で
は
、
風
評
被
害
に
よ
る
観

光
客
の
減
少
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
冬
、
ご
家
族
で
、

ま
た
友
人
を
誘
っ
て

の
ス
キ
ー
や
地
元
食

材
の
購
入
な
ど
皆
様

の
応
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

遊
ん
で
�

遊
ん
で
�
食
べ
て
�応
援
し
よ
う

応
援
し
よ
う
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◆
１
月
◆

29　

中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会

�

（
～
30
中
部
局
）

◆
２
月
◆

３　

森
林
管
理
署
長
等
会
議�

（
～
4
中
部
局
）

６　

桶
・
樽
サ
ミ
ッ
ト�

（
木
曽
町
）

24　

国
有
林
の
地
域
別
の
森
林
計
画
等

　
　

検
討
会�

（
中
部
局
）

◆
３
月
◆

４　

�「
木
曽
地
方
に
お
け
る
温
帯
性
針
葉
樹
林

の
保
護
・
復
元
に
向
け
た
取
組
」
第
三
回

検
討
委
員
会
・
検
討
報
告
書
の
公
表

�

（
中
部
局
）

６　

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

�

（
中
部
局
）

10　

民
有
林
支
援
・
連
携
担
当
者
会
議

�

（
～
11
中
信
署
、
森
技
セ
）

17　

�

明
治
神
宮
復
興
造
営
工
事
写
真
中
津
川
市

へ
贈
呈�

（
東
濃
署
）

24　

�「
下
呂
市
小
坂
町
北
東
地
区
森
林
整
備
推

進
協
定
」
締
結�

（
岐
阜
署
）

26　

�

森
林
・
林
業
社
会
貢
献
活
動
へ
の
感
謝
状

贈
呈
式�
（
中
部
局
）

26　

�「
職
業
訓
練
の
た
め
の
木
曽
産
木
材
の
供

給
と
利
用
等
に
関
す
る
協
定
」
締
結

�

（
木
曽
署
）

28　

第
一
回
長
野
県
森
林
整
備
推
進
連
絡
会
議

�

（
長
野
市
）

◆
４
月
◆

23　

ヒ
ノ
キ
コ
ン
テ
ナ
苗
見
学
会

�

（
岐
阜
署
・
森
技
セ
）

29　

み
ど
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル�

（
瀬
戸
市
）

◆
５
月
◆

12　

平
成
二
十
六
年
度
事
業
概
要
記
者
発
表

�

（
～
13
中
部
局
）

16　

長
官
感
謝
状
授
与
式
「
利
賀
飛
翔
の
会
」

�

（
富
山
署
）

17　

愛
知
県
植
樹
祭�

（
日
進
市
）

20　

治
山
設
計
説
明
会�

（
～
21
中
部
局
）

22　

森
林
管
理
署
長
等
会
議�

（
～
23
中
部
局
）

27　

佐
久
地
区
森
林
祭�

（
東
信
署
）

28　

と
や
ま
森
の
祭
典�

（
小
矢
部
市
）

28　

次
長
等
会
議�

（
～
29
中
部
局
）

30　

国
有
林
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
実
施�

（
各
署
等
）

31　

上
小
地
区
森
林
祭�

（
東
信
署
）

◆
６
月
◆

１　

八
ヶ
岳
開
山
祭�

（
東
信
署
）

３　

民
有
林
支
援
・
連
携
担
当
者
会
議

�

（
～
4
南
信
署
）

７　

長
野
県
植
樹
祭�

（
富
士
見
町
）

８　

戸
隠
ふ
れ
あ
い
の
森
植
樹
祭�

（
北
信
署
）

10　

富
山
県
林
政
連
絡
会
議�

（
富
山
市
）

12　

志
賀
高
原
ユ
ネ
ス
コ
パ
ー
ク
拡
張
登
録

�

（
北
信
署
）

14　

北
信
州
植
樹
祭�

（
北
信
署
）

25　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議�

（
中
部
局
）

26　

�「
木
曽
地
方
に
お
け
る
温
帯
性
針
葉
樹
林

の
保
護
・
復
元
に
向
け
た
取
組
」
第
一
回

管
理
委
員
会�

（
～
27
木
曽
署
）

30　

永
年
勤
続
者
表
彰�

（
中
部
局
）

◆
７
月
◆

８　

長
野
林
政
協
議
会�

（
中
部
局
）�

９　

南
木
曽
町
土
石
流
災
害�

（
南
木
曽
支
署
）

９　

国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
有
志
協
議
会

�

（
愛
知
所
）

16　

�

長
野
労
働
局
労
働
基
準
監
督
官
実
地
研
修

�

（
木
曽
署
）

16　

高
山
植
物
等
保
護
対
策
協
議
会

�

（
中
部
局
）

23　

第
二
十
三
回
緑
の
少
年
団
全
国
大
会

�

（
揖
斐
川
町
）

24　

民
国
連
携
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
販
売
の
締
結

�

（
木
曽
署
）

27　
「
信
州
山
の
日
」
制
定
記
念
イ
ベ
ン
ト

�

（
安
曇
野
市
）

28　

岐
阜
県
・
愛
知
県
林
政
連
絡
会
議

�

（
岐
阜
市
）

30　

野
生
生
物
保
護
管
理
研
修�

（
飛
騨
署
）

31　

夏
休
み
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
デ
ー

�

（
中
部
局
）

二
〇
一
四
年
　
主
な
出
来
事

表彰式後の発表者及び審査員の方々

協定書を手にする代表者

局内での工作の様子
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31　

福
島
の
子
ど
も
木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
見
学

�

（
～
1
東
濃
署
）

◆
８
月
◆

５　

�

教
職
員
及
び
一
般
参
加
者
を
対
象
と
し
た

森
林
・
林
業
体
験
学
習
研
修
会�（
東
信
署
）

７　

�

教
職
員
を
対
象
と
し
た
森
林
・
林
業
体
験

学
習
研
修
会�

（
木
曽
署
）

17　

集
中
豪
雨
災
害�

（
飛
騨
署
）

18　

森
林
経
営
計
画
キ
ャ
ラ
バ
ン

�

（
～
19
愛
知
県
）

21　

葦
毛
湿
原
保
護
意
見
交
換
会�

（
豊
橋
市
）

29　

�

土
岐
市
「
治
山
工
事
」
及
び
「
官
行
造

林
」
に
関
す
る
パ
ネ
ル
贈
呈�

（
東
濃
署
）

◆
９
月
◆

２　

中
部
森
林
管
理
局
総
合
防
災
訓
練

�

（
中
部
局
）�

２　

�

北
ア
ル
プ
ス
双
六
池
周
辺
の
環
境
保
全
活

動�

（
飛
騨
署
）

５　

伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
勉
強
会

�

（
愛
知
所
）�

９　

雲
ノ
平
植
生
復
元
事
業
現
地
検
討
会

�

（
富
山
署
）

９　

技
術
者
育
成
研
修
開
講�

（
森
技
セ
）

11　

�

木
曽
駒
ヶ
岳
植
生
復
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作

業�

（
ふ
れ
セ
ン
）�

17　

�

伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
見

学
会�

（
愛
知
所
）

17　

治
山
現
地
検
討
会�

（
～
19
木
曽
署
）

17　

�

伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
見

学
会�

（
愛
知
所
）

18　
�

長
野
県
西
部
地
震
復
興
三
十
周
年
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
及
び
現
地
見
学
会

�

（
～
19
木
曽
署
管
内
）

18　

�

真
弓
峠
・
白
巣
峠
を
越
え
て
お
ん
た
け
王

滝
に
行
こ
ま
い
か
ツ
ア
ー�（
～
19
東
濃
署
）

26　
「
木
曽
駒
ヶ
岳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
」

　
　

十
周
年
記
念
講
演
会�

（
ふ
れ
セ
ン
）

27　

御
嶽
山
噴
火
災
害

�

（
木
曽
署
・
飛
騨
署
・
岐
阜
署
）

◆
10
月
◆

２　

ド
イ
ツ
技
術
者
現
地
視
察�

（
愛
知
所
）

３　

長
和
町
統
合
保
育
園
竣
工
式�

（
東
信
署
）

３　

�

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
携
会

議�

（
～
4
下
諏
訪
町
）

７　

漁
民
の
森
林
づ
く
り
活
動�

（
愛
知
所
）

８　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
（
現
地
見
学
）

�

（
南
信
署
）

９　

�「
木
曽
地
方
に
お
け
る
温
帯
性
針
葉
樹
林

の
保
護
・
復
元
に
向
け
た
取
組
」
第
二
回

管
理
委
員
会�

（
～
10
東
濃
署
）

10　

�

温
帯
性
針
葉
樹
林
の
保
護
・
復
元
に
向
け

た
取
組
を
行
う
地
域
の
愛
称
「
木
曽
悠
久

の
森
」
に
決
定�

（
中
部
局
）

15　

実
践
研
修
開
講�

（
森
技
セ
）

20　

中
部
森
林
管
理
局
監
査

�

（
～
23
南
信
署
・
南
木
曽
支
署
・
岐
阜
署
）

23　

中
部
山
岳
森
林
計
画
区
地
区
懇
談
会

�

（
中
信
署
）

31　

�

木
曽
川
流
域
等
所
在
市
町
村
長
有
志
協
議

会
現
地
視
察�

（
東
濃
署
）

◆
11
月
◆

６　

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
連
携
会
議

�

（
～
7
下
呂
市
）

６　

林
政
記
者
ク
ラ
ブ
現
地
視
察

�

（
～
7
東
濃
署
・
岐
阜
署
外
）

13　

森
林
管
理
署
長
等
会
議�

（
～
14
中
部
局
）

17　

会
計
検
査
院
実
地
検
査

　
　

�（
～
20
東
信
署
・
南
信
署
・
飛
騨
署
・
東

濃
署
・
局
）

21　

第
二
回
長
野
県
森
林
整
備
推
進
連
絡
会
議

�

（
中
部
局
）

22　

長
野
県
神
城
断
層
地
震
災
害

�

（
北
信
署
・
中
信
署
）

26　

�

伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
説

明
会�

（
東
信
署
）

27　

�

ヤ
ツ
ガ
タ
ケ
ト
ウ
ヒ
保
護
管
理
検
討
委
員

会�

（
南
信
署
）

28　

�

中
部
森
林
管
理
局
有
志
協
議
会
連
絡
協
議

会�
�（

松
本
市
）

◆
12
月
◆

10　

保
護
林
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
討
委
員
会

�

（
～
11
木
曽
署
）

16　

低
コ
ス
ト
化
作
業
勉
強
会�

（
中
部
局
）

16　

次
世
代
架
線
集
材
勉
強
会�

（
中
部
局
）

赤沢自然休養林で学ぶ教職員の皆さん

長野県西部地震復興30周年シンポジウムの様子

現地で説明を受けるモニターの皆さん
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富山県高岡市編

富山森林管理署

21

い
で
二
ヵ
所
目
の
加
盟
と
な
り
ま
し
た
。「
世

界
で
最
も
美
し
い
ク
ラ
ブ
」
と
は
、
湾
を
生
か

し
た
観
光
振
興
と
資
源
保
護
、
そ
こ
に
暮
ら
す

人
々
の
生
活
様
式
や
伝
統
の
継
承
、
及
び
景
観

保
全
を
目
的
に
一
九
九
七
年
に
ド
イ
ツ
の
ベ
ル

リ
ン
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
富
山
県
の

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
雨
晴
海
岸
か
ら
望
む
立

山
連
峰
の
景
観
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。　

◆
高
岡
市
の
鉄
道

　

漫
画
家
の
藤
子
不
二
雄
の
二
人
は
、
高
岡
市

と
ゆ
か
り
が
深
く
、
高
岡
駅
か
ら
「
忍
者
ハ
ッ

ト
リ
君
列
車
」
が
Ｊ
Ｒ
氷
見
線
や
Ｊ
Ｒ
城
端
線

を
走
っ
て
お
り
、
高
岡
市
と
射
水
市
を
結
ぶ
万

葉
線
で
は
、「
ド
ラ
え
も
ん
ト
ラ
ム
」
が
運
行

さ
れ
県
外
か
ら
の
観
光
客
か
ら
も
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

◆
富
山
県
唯
一
の
国
宝

　

瑞
龍
寺
は
、
加
賀
藩
二
代
藩
主
前
田
利
長
公

の
菩
提
寺
と
し
て
、
三
代
藩
主
利
常
公
が

一
六
六
三
年
に
建
立
し
た
も
の
で
す
。
近
世
を

通
じ
て
前
田
家
の
手
厚
い
保
護
を
受
け
て
い
ま

し
た
が
明
治
時
代
に
は
い
り
、
加
賀
藩
の
庇
護

を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
困
窮
し
て
部
材
を
売

る
た
め
解
体
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
九
八
五
年
か
ら
修
理
を
十
年
ほ

ど
か
け
て
行
い
一
九
九
七
年
に
は
、
山
門
、
仏

殿
、
法
堂
が
建
造
物
と
し
て
は
法
隆
寺
以
来
、

奈
良
正
倉
院
と
と
も
に
国
宝
指
定
を
受
け
ま
し

た
。

◆
高
岡
銅
器
の
職
人
・
技
術
の
結
晶

　

高
岡
大
仏
の
原
型
師
は
地
元
の
中
野
双
山

で
、
古
式
鋳
造
法
で
あ
る
焼
型
重
ね
吹
き
の
技

法
で
鋳
造
か
ら
着
色
ま
で
の
全
工
程
を
高
岡
の

職
人
た
ち
の
手
で
行
っ
た
記
念
す
べ
き
大
作
で

す
。

　

大
仏
の
特
徴
と
し
て
は
、
歌
人
、
与
謝
野
晶

子
が
一
九
三
三
年
高
岡
を
訪
れ
た
際
に
、
高
岡

大
仏
を
「
鎌
倉
大
仏
よ
り
一
段
と
美
男
」
と
評

し
た
と
も
伝
わ
り
、
端
正
な
顔
立
ち
の
大
仏
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス
方
法

○
雨
晴
海
岸
は

　
Ｊ
Ｒ
氷
見
線
雨
晴
駅
か
ら
徒
歩
三
分

○�

ド
ラ
え
も
ん
ト
ラ
ム
と
ハ
ッ
ト
リ
君
列
車
は

Ｊ
Ｒ
高
岡
駅
下
車

○
瑞
龍
寺
と
大
仏
は

　
Ｊ
Ｒ
高
岡
駅
か
ら
徒
歩
十
分

◆
富
山
湾
と
立
山
連
峰

　

雨
晴
海
岸
は
、
海
越
し
に
浮
か
ぶ
三
、

〇
〇
〇
㍍
級
の
立
山
連
峰
の
景
観
を
望
む
こ
と

が
で
き
、
古
く
は
越
中
国
司
と
し
て
在
住
し
た

大
伴
家
持
に
「
万
葉
集
」
で
「
馬
並
（
な
）
め

て
い
ざ
打
ち
行
か
な
渋
谿
（
し
ぶ
た
に
）
の
清

き
磯
廻
（
い
そ
ま
）
に
寄
す
る
波
見
に
」
と
詠

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
景
観
が
す
ば
ら
し
い
こ

と
か
ら
、
二
〇
一
四
年
に
は
「
世
界
で
最
も
美

し
い
湾
ク
ラ
ブ
」
に
国
内
で
は
、
松
島
湾
に
次雨晴海岸

忍者ハットリ君列車ドラえもんトラム

瑞龍寺 山門

高岡大仏


